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は じ め に

植物 に は各種の病気がある。 筆者 ら は広 く 病原学的研

究 を行 っ て いるが， こ れ ら の 過程で， い く つ か の 病原未

詳の モ ザイ ク タ イ プお よ びて ん ぐ巣 (萎黄叢生 ) タ イ プ

の病筈が認め ら れた 。 こ れ ら に つ い て は， 関係分野の多

大な努力 に かかわ ら ず長年病原 は不明であ っ た 。

モ ザイ ク タ イ プ病害 と し て は， キ ク 紋々 病が 1 960 年

代 よ り 全国的 に 問題 と な っ た 。 本病 は 当初 ウ イ ル ス 病 と

推定 さ れた が予想に 反 しフ シ ダニ (er ioph yid m ite ) が

病原である こ と が 1 979 年 に 知 ら れ た (土居 ら ， 1 979 ; 

大 沢 ら ， 1 979 )。 ま た ， 当 大学構 内 に 植栽 さ れ て いる ナ

ワ シ ロ グ ミ に以前 よ り て ん ぐ巣病が認め ら れ， こ れ に つ

い てフ ァ イ ト プラ ズ マ ( マ イ コ プラ ズ マ 様微生物 ) を含

め各種の病原 を探索 し て き た が， 病原 は未詳であ っ た 。

し か し， 本 病 に も フ シ ダ ニ が 見 い だ さ れ ( 山 下 ら ，

1 980 ) ， こ れが起因する と 思わ れ た 。 こ れ ら を 契機 に ，

長年病原が未詳であ っ た一連の い く つ か の モ ザイ ク お よ

びて ん ぐ巣タ イ プの病害で も フ シ ダニが検出 さ れ， こ れ

ら も フ シ ダ ニ が 病 原 と 推 定 さ れ た ( 山 下 ら ， 1 980， 

1 988， 1 989， 1 993， 1 996)。 こ れ ら の 結果 よ り ， フ シ ダ

ニ に よ る新た な病害の 存在が明 ら か と な っ た。

フ シ ダニ は植物 ウ イ ル ス の媒介者 と し て も 働 き ， 植物

ウ イ ル ス 学上 も 重 要 な も の (SLYKHUIS， 1 965， 1 969 ) で

ある。 わが国では， 最近見 い だ さ れた 新種 ウ イ ル ス を含

め， 2 種のフ シ ダニ伝搬性 ウ イ ル ス が知 ら れて いる。

フ シ ダニ は， 節足動物 門 の ク モ 形綱 (Arach nida ) に

属 す る微小 な 動 物 で， フ シ ダ ニ 上 科 (Er ioph yoidae )

に分類 さ れ， ダニ類で は ハ ダニ に 次 い で植物では被害が

大 き し 国 内 外 と も 重 要 な 害 虫 と さ れ て い る

(JEPPSON， 1 975 ; 上 遠 野， 1 993， 1 996)。 植 物 寄 生フ シ

ダニ は一般 に サ ビや虫 え い， 毛 せ ん を生じ， 古 く か ら 楠

物病理学分野で も 検討 さ れ， 日 本有用植物病名 目 録 に よ

る と ， 果樹類や広葉樹な ど を 中心 に ビ ロ ー ド 病， も う せ

ん病な ど 1 0 余種が収録 さ れて いる ( 日 本植物病理学会，

1 983， 1 984， 1 990， 1 993 )。

Current Problems on Eriophyid Mites in ]apan : Their Inj u-

rious Diseases and Transmitted Viruses_ By Shuichi 
YAMASHITA 
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本論文 は， わ が国 に お い て 当初 ウ イ ル ス ある い はフ ァ

イ ト プラ ズマ 病 と 推定 さ れ て い た 二 つ の タ イ プの病害 に

起因するフ シ ダニ と と も に ， フ シ ダニ伝搬性 ウ イ ル ス に

つ い て 近況 を 述べた も の で ある。 本研究 に 当 た っ て は，

土居養二， 亀谷満朗， 大 沢高志， 上遠野富士夫博士な ど

多数の 方 の お世話 に な っ た 。 こ こ に 記 し， 関係者 に 厚 く

深謝申 し 上 げる。

I フ シ ダニによるモ ザ イ ク およびてん ぐ 巣

病

1 モ ザイ ク タ イ プ病

( 1 ) キ ク 紋々 病 (chr ysa nthemum m ottle ) 

キ ク ( C hrysanthem um m orif oli um ) は わ が国 の 主要

な多年性花 き で， こ れ に 明 り よ う な モ ザイ ク や輪紋 を生

じる紋々 病 ( 口 絵写真① ) と 称 さ れる病害 が 1 960 年代

よ り 中園地方で認め ら れ， そ の後， 静岡， 愛知 な ど の 主

産地 を含め， 東京， 千葉， 神奈川 ， 埼玉な ど広 く 発生す

る こ と が知 ら れ， 大 き な 問題 と な っ た 。 本病 は ハ ウ ス ，

露地栽培 さ れ て いる各種の キ ク 品 種 で 周 年的 に 認 め ら

れ， 症状 よ り ウ イ ル ス 病 と 推定 さ れ， 関係者 に よ り 接種

(汁液， 接木， 虫媒 ) 試験， 電顕観察な ど が検討 さ れた

が， 病原 と 思わ れる ウ イ ル ス は検出 で き な か っ た 。 し か

し， 本病 は擢病キ ク の接触や空気で伝染する と の成果 を

も と に 耀病葉 を 多少乾燥 さ せ て 実体顕微鏡で詳細 に検

鏡 し た と こ ろ ， 調査病株の ほ と ん ど か ら 特 に そ れ ら の新

葉裏面 よ り 白色~淡黄色の ウ ジ ム シ状のフ シ ダニが検出

さ れた (土居， 1 979 ; 大 沢 ら ， 1 979 )。 実体顕微鏡下 で

針で取 っ たフ シ ダニ を 健 全 キ ク 株 当 た り 1 �1 0 頭放飼

(以下， 直接放飼法 と い う )， あるい はフ シ ダニ寄生 を確

認 し た病葉 を切 り 取 り こ れ を健全 キ ク 株上 に 放飼する簡

易法 (以下， 切 り 葉法 と い う ) で試験 を 行 っ た と こ ろ ，

本病 は いずれの方法で も 容易 に病徴が再現 さ れた。 直接

放飼法で は l 頭/株で も 発病 し た 。 本病 はフ シ ダニ の 風

や病葉の接触に よ る 伝搬で も 高率 に 発病 し た 。 本病 に 対

し て は， ポ リ ナ ク チ ン ・ BP MC 乳剤， ピ リ ダべ ンフ ロ

ア プル剤， マ ン ネ プ剤， そ の 他各種の薬剤で防除効果が

認 め ら れ て い る (加藤 ら ， 1 982 ; 根 本， 1 98 1 ; 大 沢，

1 982 ; 大 沢 ら ， 1 983 ; 田 中 ・ 小林， 1 994 )。 ウ イ ル ス 病

な ら ば薬剤 に よ る治癒効果 は 期 待 で き な い。 し た が っ

て， 本病 はフ シ ダニ が直接に起因する病害で， こ れ に は
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図 ー 1 キ ク モ ン サ ピ ダニの走資m鉱i写其

本 ダニの 毒素が 関与 す る も のと思わ れた。 本 ダニ( 図
1) は 背板 に 条線が 認 め ら れ， 後体部 には 円錐状のこ ぶ
を有す る 70�80 の 環節 を 示 し， その 数は 背 面が 多 く，
生殖 口 議は ハ ー ト 型 で， 羽毛爪は 6 対で， 新種の Pam
þhytoÞus lúkus Chine と 命名 さ れ， その和名は キ ク モ ン
フ シ ダニ <Chrysanthemum mottle mite) と新称( 根本
ら， 1 980 ; 根本， 1 98 1) さ れた。

( 2 ) イ チ ジ ク モ ザ イ ク 病( 日cus mottle) 
イ チ ジ ク ( Ficω ca打ca) は 落葉果樹で， 葉 に明 り よ

う な モ ザ イ ク あ る いは輪紋を生じ る 病害( 口絵写真②)
が， 東京， 神奈川， 千葉， 埼玉で認め ら れ， ま た 大阪で
は か な り 重要 な病害と さ れ， 本病は か な り 広 く 分布す る
と 思 わ れ た( 中 曽 根 ・ 草 刈， 1991 ; 根 本 ら， 1 980 ; 根
本， 1 981 ; 柴尾 ら， 1994， 1 995)。 擢病株の 新薬裏面 を
検鏡す ると， 淡黄色の ウ ジ ム シ状の フ シ ダニが， 供試 し
た いずれの 株か ら も 検出 さ れた。 本 ダニが 多数寄生す る
病葉を健全 イ チ ジ ク 築上 に結びつけ て 切 り 禁法で接種す
ると， その 暴露枝の 新葉 に 翌春 に モ ザ イ ク 症状が 生じ，
そ こ か ら も 同様な フ シ ダニが検出 さ れた。 本病 に 対 し て
は ピ リ タ ベ ン水和剤や ケ jレ セ ン 乳 剤 に 防除効果が あ ると
い う ( 中 曽 根 ・ 草 刈， 1991 ; 柴尾 ら， 1 994， 1995)。 し
たがっ て， 本病 も フ シ ダニ によ る 直接客と推定 さ れた。
フ シ ダニ には背板 に 条線が認 め ら れ， 後体昔1\ には 円筒状
のこ ぶ を 有 す る 55�75 の 環節 を 示 し， 生 殖 口 蓋は ハ ー
ト 型 で8�10 本の jめ を 有 し， 羽 毛 爪は 5 対 で あ っ た

( 図 -2)。 本 ダ ニ は 世 界 各 国 に 分 布 す る Acelia ficus 
CorrE と 同定 さ れ， 和名は イ チ ジ ク モ ン サ ビ ダニ( 日cus
lllottle lllite) と新称 さ れた。 A. ficus は 日g lllosaic 
Vlrus の 媒介者と し て 知 ら れ て い るが， 本 ウ イ jレ ス に つ
い ては性状は 全 く 未詳であ る。 な お， イ チ ジ ク か らは時
に Carlavirus と 思 わ れ る ひ も 状 ウ イ lレ スが 検 出 さ れ る
ことが あ るが， その検出状況よ り こ れが 本稿の モ ザイ ク
病の病原とは考え にく い。

図 - 2 イ チ ジ ク モ ンサ ピ ダニの走査m:�写真

( 3 ) シ パ葉巻 モ ザ イ ク 病( zoysia leaf cur! mosaic) 
ノ シ ノ {( Zoysia jaþonica) およ び コ ウ ラ イ シ ノ て( z.

matrella) は 多年性 イ ネ 科植物で， 広 く 植栽 あ る いは 自
生す る。 両者は類似 し た 葉巻モ ザ イ ク 疲状 を生じ， 新薬
に 白色~黄色斑， モ ザイ ク を生じ， ま た 築縁が 内側 に 葉
巻あ る いは葉先が 葉巻部 に 留ま り ア ーチ 状と な り 展開不
良 を 示 すことが 多 い( 口 絵 写 真 ③)( 山 下 ら， 1 989， 
1993， 1 996)。 本病は 集 団的 に 発生 す る と 病株の 葉先が
黄化 す る た め， 坪状黄化と し て 認め ら れた。 ノ シ パ では
秋田， 栃木， 茨城， 千葉， 東京， 神奈川， 山梨， 長野，
大|仮， 兵庫， コ ウ ラ イ シ パ では埼玉， 千葉， 東京， 京都
で認め ら れた。 ノ シ パ で、は 神奈川， 山梨， 長野では 山野
あ る いは 路傍な ど に 野生 す る 株か ら も 検出 さ れ， わが 国
には 広 〈 従来よ り 分布す る と 思わ れた。 典型的 な権病 ノ
シ パ， コ ウ ラ イ シ パ 葉 を軽く 乾 燥 さ せ ると フ シ ダニが供

試 し た す べての 株で検出 さ れ， ま たこ れ ら は 葉巻部あ る
いは来展開業 を 針で開放す ること で多数認 め ら れた。 こ
れ らよ り ， フ シ ダニは乾燥 し に く いこ れ らの 部位 で生息
あ る いは越冬す る ものと思わ れた。 本病に つ い て も 通常
行わ れ る 手法では ウ イ ル スは検出 さ れ な か っ た。 本病は
フ シ ダニ個体を移植す る 直接法 あ る いは寄生葉 を放飼す
る 切 り 葉法で容 易 に 病徴が再現 さ れ， ケ /レ セ ン乳剤， ア
セ フ ェ ー 卜 剤 な ど い く つ かの 薬 剤 によ り 防除効果が認 め
ら れ， ま た フ シ タ守ニの 生息部位 を 除去 し た 地下茎 を 栄養
繁殖す ると葉巻モ ザ イ ク は 生 じ な かっ た。 よ っ て， 本病
も フ シ ダニ によ る 直接害と推定 さ れた。 本 フ シ ダニは 淡
黄色~ 白 色の ウ ジ ム シ状で， 背板 に条線が 認 め ら れ， 後
体部 に だ 円 型のこ ぶ を 有 す る 60�80 の 環節 を 示 し， 生
殖 口 蓋は ハ ー ト 型で， 羽毛爪は 6 対 で あ っ た( 図-3)。
ノ シ パと コ ウ ラ イ シ パの 同様な病気と フ シ ダニは， 1986 
年 に アメ リ カ に お い て 日 本 およ び韓国 か ら 導入 さ れ た
Zoysia 類で既 に 記載( BAJ<EII et a1 . ，  1 986) さ れ て お り ，
同 フ シ ダニ を A . zoysia BAKEI<， Ko1'o and O'NEILL と 同定

一一一 18 一一一
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図 3 シ パハ マ キ フ シ ダニ の 走査Hl顕写其

し， その和名 を シ パハ マ キ フ シ ダニ と し， 病名 を 葉巻モ
ザ イ ク 病 と し た。

( 4 ) シ キ ミ 紋々 病 ( Jllucilf1n mottl巴)
シ キ ミ (JlIucium anisafum) は宗教的用途 に 用 い ら

れ る 常緑広葉樹で， 野生あ る いは栽培 さ れて い るが， こ
れ に 明 り よ う な輪紋， モ ザイ ク と と も にえ そ ~え そ 輪紋
を 生じ る 紋々 病 ( 口 絵写真④) と 称 さ れ る 病害が 1970
年代よ り わが 国各 地 で 認 め ら れ た。 筆 者 も 神奈川， ，'11. 
岡， 山梨， 長野， 和歌山 県 で本病 を 認 め た。 現地では苗
床の幼苗 か ら 成木ま で認め ら れ， ま た 困場全面が躍病 し
て い る場合 も あ っ た。 本病 に つ い ては ウ イ ル ス や ウ イ ロ
イ ド な ど に つ い て 詳細 に 調べたが， そ れ らは検出でき な
かった。 フ シ ダニの可能性 を 推定 し て病原調査 を依頼 さ
れた送付 材 料 に つ い て検鏡 し たが， フ シ グ、ニは長年認め
る こ と は でき な かっ た。 し か し， 神奈川 県の あ る 地域で
の 追跡調査で， 5�6 月 に 多 く の 病株 を 採集 し て い ね い
に検鏡 し た と こ ろ， 光沢 を 失 い， 多 少え そ を生じた新築
の 裏 面 に 淡黄色の ウ ジ ム シ状の フ シ ダニが 多数検出 さ れ
た。 明 り よ う な病斑 を 示す成葉では ほ とん ど検出 でき な
かっ たの で， フ シ ダニの 検出 には 時期， 葉位な ど に 注意
す る必要が あ る。 こ れ らの検出事情は 他の フ シ ダニ病害
で も 基本的 には 同様であ り ， 留意 を 要す る。 11fi木 あ る い
は実生で育成 し た健全な シ キ ミ 苗 に フ シ ダニが 多 数生息
し て い る 葉 を 取 り ， 切 り 葉法 で放飼 す る と 翌春の新薬 に
病徴が再現 さ れた。 一方， 現地で採集 し た病株 を 当大学
構内 で保存， あ る いは ア セ フ ェ ー ト 剤 を 定期的 に 処理守
る こ と で病徴が 治癒す る 例が 認 め ら れた。 こ れ らよ り ，
本病 も フ シ ダニの 直接筈 によ る も の と 推定 さ れた。 そ こ
で， 本病 を標記のよ う に称 し， フ シ ダニ を シ キ ミ モ ン サ
ビ ダニ (Jllucium mottle mite) と 称 す る こ と を提案 し
た い。 本 フ シ ダニは 発生植物， 分布な ど か ら 新種の 可能

図 - 4 ブ ワ シ ロ グ ミ フ シ ダニ の走査Hì顕写真

性 も あ るが， その 同定は今後 を 待 ち た い。 な お， 一部の
シ キ ミ か ら は cucumber mosaic virus が 検 出 さ れ た と

の 報告 (福本 ・ 前野， 1994) も あ るが， 筆者 らは こ れま
で に ウ イ ル スは検出 し て い な い。

2 て ん ぐ 巣 タ イ プ病害
( 1 )  ナ ワ シ ロ グ ミ てん ぐ 巣病 (Elaeagnlfs witches' 

broom) 
ナ ワ シ ロ グ ミ (Eaeagnlls þuη�gens) は， 緑化 あ る い

は果樹 と し て植栽 さ れ る 常緑樹で あ る。 本樹に小枝が叢
生 し て 明 り よ う な てん ぐ 巣症状 を 示 す 病警が 当大学構内
で 1960 年代よ り まIJ ら れて い たが， 本病は新梢 に顕著で，
発達す る と こ ぶ し大 と な り ， 古 く な る と 乾回 し 枯死 し た
( 口 絵写真⑤) ( 111下 ら， 1 980)。 本病 に つ い ては 当研究
室で長年病原探索を続け て き たが， ウ イ /レ ス， 細菌， フ
ァ イ ト プ ラ ズ マ， 菌類 な どは 検 出 でき な か っ た。 そ こ
で， てん ぐ巣病部 を精査 し た と こ ろ フ シ ダニが 見 い だ さ
れ， こ れ らは 萌芽部内 に 主 に 生息 し て い る と 思わ れ， そ
れ らの 萌芽部の 鱗片 を 針先で聞 く と 多 数の フ シ タ'ニが認
め ら れた。 鱗片部 に 潜ん で い る フ シ ダニは軟弱で， 乾燥
あ る いは 針 先で触れ る こ と で容易 に 死滅 し た。 フ シ ダニ
が 多 数生息す る こ と を確認 し た 権病枝 を， 健全な ナ ワ シ
ロ グ ミ の 校 に 結びつけ て 病徴再現試 験 を 行っ た と こ ろ，
翌年暴節 し た 校の 新梢 に 局部的 に てん ぐ 巣病徴が再現 さ
れた。 海外では， bud mites な どの フ シ ダニ によ る 萎w
叢生病が知 ら れて い る こ と か ら， 本病は フ シ ダニ によ る
直接筈 と 推定 さ れた。 本病の 治癒試 験は特に試 み て い な
いが， 'FI'i1病部 を 強珂定 し， 殺 ダニ剤 な ど を 散布 す れ ば防
|徐可能 と 思わ れ る。 フ シ ダニは 白 色~淡黄色の ウ ジ ム シ
状で， 背板 に 条線が 認 め ら れ， 後体部 に 50�55 の 環節
を 示 し， 羽毛爪は 5 対で あ っ た ( 図 -4)。 本 フ シ ダニは
形状よ り Ace1 îa 属 に 近 い も の と 思わ れ る が， 最 終 的 な
同定は今後 を待 ち た い。
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( 2  ) シ イ ノ キ 類 てん ぐ 巣病 ( Cas似noÞsis wi tches' 
broom) 

ス ダジ イ ( Castanoþsis sieboldii cuゆidata) は， 公園
な ど に 広 く 植栽 さ れ る 広葉樹であ る。 本樹の てん ぐ巣病
は一部の 校梢が局所的 に 叢生 し， 典型的 な てん ぐ 巣症状
を生じ る ( 口絵写真⑥) ( 山下 ら， 1 980)。 本病は東京，
埼玉， 千葉， 神奈川， 静 岡 な ど で直接確認 し たが， 古 く
よ り 発生が知 ら れて お り ( 白 井， 1897)， 全 国的 に 広 く
分布す ると思わ れ る。 ま た， 本病は 熊本， 宮崎の 山野 に
自 生す る ア ブラ ジ イ ， コ ジ イ ( ツ プ ラ ジ イ) に も 認め ら
れた。 7 県 で採集 し た 材 料 に つ い て， 権病校梢の小 葉 あ
る いは 多少え そ を生 じ た 新梢 を軽 く 乾燥 さ せ て検鋭す る
と供試 し た すべての 株か ら フ シ ダニが検出 さ れた。 本病
に は ウ イ ル ス， フ ァ イ ト プラ ズ マ， その 他の 病原は認め
ら れず， ま た その発生 ・ 分布， 特定校梢の発病様式な ど
か ら フ シ ダニが病原と推定 さ れた。 本 ブ シ ダ ニは 白 色
~淡黄色の ウ ジ ム シ 状 で， Aceria 属 に 近 い も の と 思 わ
れ るが， その 同定は 今後 を 待 ち た い ( 図 -5)。 本病の 防
除 には 権病部の 強関定 を し， 殺 ダ ニ 剤 な ど を散布す るこ
と で効果が あ る ものと 思 わ れ る。

( 3 ) エ ノ キ てん ぐ 巣病 ( Celtis witches' broom) 
エ ノ キ ( Cellis sinensis var. jaþonica) は落葉広葉樹

と し て 公 園 な ど に機栽 さ れ るが， 自 生す る もの も 多 い。
本病は 実生か ら ととじ た小 木 か ら 成木 に 至 るま で広 く 認め
ら れ， 幹あ る いは 校部 に新芽がこ ぶ状 に 増生 し て てん ぐ
巣症状 を生じ る ( 口絵写真⑦) ( /11 下 ら， 1988)。 激甚な
場合は小 木 では 枯死 し た。 本病は 東京， 埼玉， 千葉， 神
奈川 で広 く 認め ら れ， これ らの 材 料 を l怪 く 乾燥 さ せ ると
鱗片か ら 這い 出 し たと 思わ れ る フ シ ダニが例外な く 検出
さ れた。 フ シ ダニが 多 数生息す る 権病校 を 採 り ， こ れ を

図 - 5 ス ダ ジ イ テ ン グ ス フ シ ダニの走抗nt顕'JfJ:其

実生健全エ ノ キ 苗 に 結びつけ て 放飼接種 す ると， 本病は
容 易 に 再現 さ れ， そこ か ら も 同様 な フ シ ダニが検出 さ れ
た。 *病か ら は ウ イ ル スや フ ァ イ ト プ ラ ズ マは認め ら れ
ず， * ダニが起因 す る ものと推定 さ れた。 フ シ ダニは淡
黄色の ウ ジ ム シ状で， 背板 に 条線は 認 め ら れず， 多少凸
凹が 見 ら れ た。 後 体 部 に は 円 筒 状 の こ ぶ を 有 す る
60�70 の 環節が 認 め ら れ， 生殖 口 議は ハ ー ト 型 で， 羽
毛爪は 7 対 で あ っ た ( 図 -6)。 本 フ シ ダ ニ は 形 状よ り
Aceria 属 に 近 い も の と 思 わ れ たが， 最終的 な 同定は 今
後 を待 ち た い。 な お， エ ノ キ には モ ザ イ ク 症状株か ら も
その病原 と 思わ れ る フ シ ダニが観察 さ れ るが， こ れと て
ん ぐ 巣 フ シ ダニの 関係は さ ら に 検討 を 要 す る 。

( 4 ) ク ロ マ ツ てん ぐ 巣病 (芽状 てん ぐ 巣病， 多 芽
病) (Pines mite wi tches' broom) 

ク ロ マ ツ (Piηes I1vmbel'giil は， 植栽 あ る いは 自 生
す る 常緑針葉 樹 で あ る。 本病は 古 く か ら 知 ら れ て お り
(草野， 1904)， わが 聞 に は 広 く 分 布 す る も の と 思 わ れ
る。 本病は一部の 枝梢の 新芽が増生 し 多芽状と な り ( 口

図 - 6 エ ノ キ テ ン グ ス フ シ ダニの走査電顕写真

図 ー 7 " ツ フ シ ダニ の走資';11顕写真

一一一 20 一一ー



わ が国 に お け る 植物寄生 フ シ ダニ に 関す る 最近の話題 475 

絵写真@ )， こ こ で は 東京， 千葉の公 園 で認 め ら れた。

擢病枝 を軽 く 乾燥 さ せる と 白色~淡黄色の ウ ジ ム シ状の

フ シ タ令ニ が調 べ た す べ て の材料で検 出 さ れ， 形状 よ り

Tr isetacu s属 に 近 い も の と 思 わ れ た ( 図 ー7 ) ( 山 下 ら ，

1988 )。 本病 に フ シ ダニ が関与する こ と は以前 よ り 推定

さ れて い た が， 本 ダニ は T risetacu s ρzm (NALEI哨 )， 和

名 は マ ツ フ シ ダニ と さ れて いる。

( 5 ) イ ヌ ツ ゲ て ん ぐ巣病 Ul ex w itches' b room )  

イ ヌ ツ ゲ Ul ex cr e仰的 ) は， 常緑広葉樹で緑化樹 と

し て植栽 さ れて いる。 本樹の一部 の校梢が黄化叢生 し て

ん ぐ巣症状 を 示 す株が 当 大学構内 の 数 か所で認 め ら れ

( 口絵写真⑨ )， 擢病葉 よ り ， す べ て白色~淡黄色で紡錘

状のフ シ ダニ が検出 さ れ た ( 山 下 ら ， 1980 )。 本病 は 日

陰で湿潤 な株で発生が多 い 。 本 フ シ ダニ は イ ヌ ツ ゲ よ り

見 い だ さ れ た Diptacu s cr enatae KADONAO (上 遠 野，

1996) と 類似 し て お り ， 本虫がて ん ぐ巣病 と 関係 ある も

の と 思わ れる。

( 6 ) ツ ツ ジ て ん ぐ 巣 病 ( R hododendr on m ite 

w itches' b room )  

ツ ツ ジ (R hododendro n sppJ は常緑広葉樹 と し て 広

く 植栽 さ れて いる。 本樹で特定の枝梢が叢生 し た て ん ぐ

巣病が東京都 の練馬 区 と 江東 区 で認 め ら れ ( 口 絵写真

⑩) ， 羅病部 よ り 淡黄色の ウ ジ ム シ状 の フ シ ダニ が検出

さ れた。 類似病 は 各地で発生 し て いる と い わ れる。 本病

に つ い て は， 伝染試験や 防除試験 な ど は 試 み て い な い

が， 病徴 よ り フ シ ダニ に よ る病害 の 可能性が高 い。 な

お， ツ ツ ジ 類 で は Ex ob as idium 菌 に よ る て ん ぐ 巣病が

知 ら れて いるが， 本病 と は 異 なる。

E フ シ ダニ 伝搬性 ウ イ ル ス

フ シ ダニ は， 直接害 と と も に 植物 ウ イ ル ス の媒介者 と

な り ， 植物 ウ イ ル ス 学上 も 看過で き な い。 フ シ ダニ伝搬

の ウ イ ル ス は イ ネ 科や ユ リ 科の単子葉植物お よ び果樹類

な ど の双子葉植物で記載 さ れて いるが， 後者で は ウ イ ル

ス粒子 も 未定で詳細 は 明 ら かで は な い。 前者で は ， 特 に

チ ュ ー リ ッ プサ ビ ダニ (A ceria tul iPae KElFEI� ) が重要

で， こ れ は世界各 国 に 分布 し ， whea t cu rl m ite あるい

は dry bulb m ite と も 呼ばれ， whea t s treak m osa ic 

virus (WS tMV ) や w hea t sp ot m osa ic virus 

(WSp MV ) を 伝 搬 す る。 ま た ， ラ イ グ ラ ス フ シ ダ ニ

(Ab acaru s hystrix NALEPA ) は ラ イ グ ラ ス モ ザ イ ク ウ イ

ル ス ( ryeg rass m osa ic virus (R yMV) ， Ag rop yron 

m osa ic virus を 伝搬 する。 従来 の フ シ ダニ伝搬性 ウ イ

ル ス は690�720 x 1 1  � 15 nm の ひ も 状 で， 細胞質封入

体を誘導 し， ゲ ノ ム は 1 本鎖 RNA である。 こ れ ら は，

現在 R yMV を タ イ プ種 と し て R ym ov iru s属 と し て 分類

さ れ， 永続的 に伝搬 さ れる ( MURPHY e t  al . ，  1995 )。 本属

に は b rome s treak virus， H ordeum m osa ic virus， 

Spa rtina m ottle virus が所属 する。 一方， 近年 タ マ ネ

ギ， ニ ン ニ ク ， シ ャ ロ ッ ト ， ラ ッ キ ョ ウ な ど の All ium

属植物 に お い て も チ ュ ー リ ッ プサ ビ ダ ニ が伝搬する各種

の ウ イ jレ ス が報告 さ れて いるが， そ れ ら に は新た な ウ イ

ル ス 群に分類 さ れる可能性の ウ イ ル ス も 含 ま れる。 わ が

国 に は 2 種 の フ シ ダニ 伝 搬性 ウ イ ル ス が知 ら れ て いる

が， そ れ ら の主な性状 を下記 に 示す。

1 ラ イ グ ラ ス モ ザ イ ク ウ イ ル ス (ryegrass mosaic 

virus， Ry MV) 

本 ウ イ ル ス は モ ザ イ ク 症状 を 示 す ラ イ グ ラ ス に お い

て ， 東京， 栃木， 長野の比較的古 い 牧草地で 1982 年 に

見 い だ さ れ (御子柴 ら ， 1982 )， そ の 後神奈川 ， 千葉，

埼玉， 山 口 な ど で も 認め ら れて いる。 本 ウ イ ル ス は汁液

接種可能で， 純化 ・ 精製 さ れ， そ の構造 タ ンパ ク 質 の 分

析や抗血清が作製 (井上 ら ， 1993 ) さ れて いる。 本 ウ イ

ル ス に つ い て は， わ が国 で最初 に ラ イ グ ラ ス フ シ ダ ニ

(A. hyslrix ) で伝搬 さ れる こ と が証明 さ れた (岡野 ら ，

1990 )。 グ ラ ス 類 に は 葉縁葉巻 や ア ー チ 状 の未展開葉 も

多 く 認め ら れるが， シ パハ マ キ フ シ ダニ と 同様 に こ れ ら

の部位 に 主 に 生息する と 思わ れる。

2 ニ ン ニ ク ダ ニ 伝 染 モ ザ イ ク ウ イ ル ス (garlic

mite-borne mosaic virus， GMbMV) 

本 ウ イ ル ス は青森 で 1992 年 に 認 め ら れ， 当 初 ニ ン ニ

ク モ ザイ ク ウ イ ル ス (ga rl ic m osa ic virus ) あるい は リ

ー キ イ エ ロ ー ス ト ラ イ プ ウ イ ル ス Oeek yel l ow s tripe 

virus ) と 推定 さ れ た 。 本 ウ イ ル ス に つ い て は そ の 後，

チ ュ ー リ ッ プサ ビ ダニ (A. tu砂 ae) に よ る伝搬， 細胞

内所在， 3恨Ijの遺伝子構造 (46K -CP (28 K )  - 15  K ) の

一部が知 ら れて い た (YAMASHlTA e t  al . ，  1996)。 本 ウ イ ル

ス は わ が国 の ga rl ic virus (G V )  A， B， C， D (SUMI 

et al . ，  1993 ) あ る い は ロ シ ア の shal l ot virus X 

(Sh VX ) (KANYUKA e t  a l . ，  1992 ) と も 近縁 と 思わ れ て い

る。 G Mb MV お よ び ShVX は細胞質封入体 は 認 め ら れ

ず， ま た ShVX は ORF 1�6 を 有 し ， そ の 遺 伝 子 は

C arl av iru s属 やPotexv iru s属 に 似る が， 両 属 の 中 間 的

な構造 を 示 し ， 特異的 な ORF 4 遺伝子が認 め ら れる。

こ れ ら 3 種の ウ イ ル ス は新た な ウ イ ル ス 群の可能性 も あ

る。 All ium 属植物で は チ ュ ー リ ッ プサ ビ ダ ニ に よ り 伝

搬 さ れる ウ イ ル ス と し て ， ヨ ー ロ ツ パ で onion m ite 

b orne la te nt virus (O MbL V) お よ び shall ot m ite 

b orne la te nt virus (S MbL V )  (VAN DUK， 1993 : V AN DUK 

a nd VAN DEI� VLUGT， 1994) が最近知 ら れて いるが， こ れ
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ら は R ym ov iru s と 推定 さ れ て いる。 チ ュ ー リ ッ プサ ピ

ダニ は わ が国 で も チ ュ ー リ ッ プの害虫 と し て 重要な も の

(江原， 1979 : 根本 ら ， 1980 : 根本， 1981 ) で あ るが，

イ ネ 科植物での寄生 は 明 ら かで は な し そ の生態究明が

望 ま れる。

お わ り に

以上， 筆者 ら が病原探索の過程で得 ら れた フ シ ダニ に

よ るモ ザイ ク お よ びて ん ぐ巣タ イ プの病害 に つ い て紹介

し た 。 こ れ ら は 当初の推定 と 異 なる病原であ っ た 。 モ ザ

イ ク 性病害では通常の ウ イ ル ス 学的手法で は ウ イ ル ス は

検出 で き な か っ た。 て ん ぐ巣病害 は全身的病徴 を示すが

通常特定の校梢な ど に 発生する例が多 い。 こ れ ら の病害

は権病部 を輿定 し た り ， 殺虫 ・ 殺ダニ剤 を処理する こ と

で人為的に制御で き る と 思わ れる。 ウ イ ル ス や フ ァ イ ト

プ ラ ズ マ 様微生物な ら ば， 現在治療 で き な い こ と か ら ，

こ れ ら も フ シ ダニ病原の傍証 と も なる。 フ シ ダニ は通常

乾燥 に 弱 い の で芽， 鱗片， 葉巻， 毛茸， 葉脈， 気孔 ( ? )  
な ど乾燥 し に く い部位 に生息する と 思わ れる。 本稿で示

し た 病害 は寄生 フ シ ダニ の直接害 と 推定 さ れるが， こ れ

に は フ シ ダニ の毒素が関与 し て いる も の と 思わ れる。 こ

れ ま で に ， フ シ ダニ の産生毒素 に つ い て の分析 は ほ と ん

ど な さ れて い な い。 こ れ ら の検討 は今後の課題である。

フ シ ダニ伝搬性の植物 ウ イ ル ス に 関する研究 は， わが

国 で は き わ め て 少 な い。 ま た ， 最近山梨で問題 と な っ て

いるプ ド ウ え そ果 ウ イ ル ス (g rapevi ne be rry i nne r ne ­

c rosis vi rus ) が ブ ド ウ ハ モ グ リ ダニ ( C ol om eru s v itis 

PAGENSTECHER ) で伝搬 さ れる こ と が知 ら れた (羽万 ら ，

1997， 私信 )。 こ の 種 の ウ イ ル ス は 現在 P otyvi ri dae 科

の R ym ov iru s属 に 分類 さ れ て いるが， こ れ に 該 当 し な

い と 思 わ れる ウ イ ル ス も わ が国 な ど で見 い だ さ れ て い

る。 こ れ ら の ウ イ ル ス に つ い て は早急な研究推進が期待

さ れる。

わ が国 に は こ れ ま で 50 余種の フ シ ダニ が知 ら れ て い

る (上遠野， 1993， 1996) 0 フ シ ダニ は 見虫 と は 異 なる

が， 関連する分野 も 多 く ， さ ら に 有機的で詳細 な研究が

望 ま れる。
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